


























田 辺 一 郎
YFe2,ZrFe2は共にほぼ同じ大きさの磁気モーメントm,キュリー 温度Tcを持ち,YCo2,
ZrC02はどちらもパウリ常磁性を示す｡ところがこれらの間の擬二元系Y(FeトxCox)2,
Zr(Fel-xCox)2には大きな違いがある｡Y系はCoの増加に伴ない,7n,Tcとも増加し,
極大を示 した後,減少し3 -0.9付近でほとんど0となる0-万Zr系は,どちらも単調に減
少し,α-0.5付近でほとんど0となる｡これらの磁性を説明するために,コヒーレントポテ
ンシャル近似を用いて状態密度を計算し,磁気モーメント等を求めた｡臨界濃度の違いは説明
できたが,Y系の極大は示されず,mはどちらの系においてもCoの増加と共に単調に減少す
る結果となったoY系に対しては,Fe原子の局所的な環境効果が大きく効いている可能性が
ある｡
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